
　「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
都
政
転
換
を

め
ざ
す
」
呼
び
か
け
人
会
議
は
、
2
0
2

8
年
都
知
事
選
に
向
け
て
野
党
各
党
と

の
懇
談
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
２
回
と

し
て
６
月
　
日
に
日
本
共
産
党
都
議
団

３０

と
懇
談
を
お
こ
な
い
、
大
山
と
も
子
団
長
、

里
吉
ゆ
み
幹
事
長
、
と
や
英
津
子
政
調
会

長
、
斉
藤
ま
り
子
同
副
会
長
が
、
呼
び
か

け
に
会
議
か
ら
は
永
山
利
和
代
表
呼
び

か
け
人
、
中
山
伸
事
務
局
な
ど
　
名
が
出

１０

席
。。
会
派
か
ら
小
池
都
政
の
現
状
と
党

都
議
団
の
活
動
、
都
議
会
の
野
党
の
共
闘
、

次
期
都
知
事
選
へ
向
け
て
の
連
携
な
ど
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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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国
会
が
異
常
事
態

だ
。
高
市
首
相
の
中

傷
動
画
の
配
信
に
秘

書
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事

実
上
の
答
弁
拒
否
。

ま
た
、
だ
ま
し
討
ち

の
よ
う
な
皇
室
典
範

「
改
正
」
案
の
強
引
な
決
定
。
そ
し
て
、

露
骨
な
民
意
切
り
捨
て
の
衆
院
比
例

定
数
削
減
。
こ
れ
ら
に
、
野
党
が
結

束
し
て
議
会
制
民
主
主
義
の
破
壊
だ
、

三
権
分
立
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
と

審
議
に
応
じ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
こ

の
事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
高
市
首

相
が
国
会
で
誠
実
に
答
弁
す
る
以
外

に
な
い
。
▼
私
は
、
と
く
に
、
成
立

が
狙
わ
れ
て
い
る
「
国
旗
損
壊
処
罰

法
案
」
に
危
機
感
を
い
だ
い
て
い
る
。

こ
の
法
案
で
は
、「
人
に
著
し
く
不

快
ま
た
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
方

法
で
国
旗
を
損
壊
、
除
去
、
汚
損
し

た
場
合
」
は
、「
２
年
以
下
の
拘
禁
刑

ま
た
は
２
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
科

す
も
の
」
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。

「
不
快
、
嫌
悪
の
情
」
と
い
う
、
内
心

の
感
情
を
も
っ
て
人
を
処
罰
し
よ
う

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
乱
暴
で
は

な
い
か
。
刑
罰
に
よ
っ
て
特
定
の
価

値
観
へ
の
同
調
を
押
し
付
け
、
個
人

の
内
心
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
▼
戦
争
は
、
人
も
金

も
、
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
思
想
、

感
情
を
も
動
員
す
る
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
戦
争
は
で
き
な
い
の
だ
。
高

市
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
戦
争
で
き

る
国
へ
の
道
着
々
を
進
ん
で
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。（
の
）

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
江
東
区
、
北
区
、
品

川
区
な
ど
で
の
共
闘
の
と
り
く
み
が
紹

介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
対
策

や
障
害
者
、
都
立
病
院
、
福
祉
な
ど
の
各

分
野
で
の
小
池
都
政
の
姿
勢
に
対
す
る

厳
し
い
意
見
や
運
動
の
紹
介
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。　
ま
た
、
こ
の
間
、
練
馬

区
、
中
野
区
、
清
瀬
市
な
ど
で
共
闘
の
と

り
く
み
を
背
景
に
勝
利
を
勝
ち
と
っ
て

い
る
こ
と
、
次
期
都
知
事
選
で
の
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
実
現
に
力
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　６月２８日投票で実施された杉並区長選挙で岸本さとこ区長が激

戦を制し、再選されました。翌開票日の午前１１時、事務所から勝利

が宣言されると歓声と拍手が沸き上がり、それをＳＮＳで待ち受け

ていた人たちから喜びの声がさらに拡散され、全都・全国に喜びと希

望が大きく広がりました。

視　点

　「
対
話
の
区
政
」
を
前
へ
、
4
年
間
、

岸
本
区
政
を
支
え
て
き
た
市
民
と
野
党
。

選
挙
戦
で
は
、
街
頭
宣
伝
や
電
話
か
け
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
対
話
な
ど
、
多
く
の

区
民
な
ど
が
自
発
的
に
選
挙
運
動
に
参

加
し
、「
杉
並
の
区
政
を
後
戻
り
さ
せ
た

く
な
い
」
と
「
区
民
が
主
人
公
」
の
区
政

を
守
り
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
大
き
な
う

ね
り
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。

　
岸
本
区
長
は
当
選
を
受
け
て
「
こ
の
勝

利
は
私
ひ
と
り
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
の
区
民
が
つ
く
り
上

呼
び
か
け
人
会
議
が
２
０
２
８
年
都
知
事
選
挙
に
向
け

日
本
共
産
党
都
議
団
と
懇
談

高 市 暴 走 政 治 を 許 すな ！

開会9月１８日(金)
　　（知事所信表明）

　代表質問 ２９日(火)

　一般質問 ３０日(水)

閉会１０月８日(木)

都議会第３回定例会

市民と野党の力を原動力に
    岸本さとこ区長が再選

げ
た
勝
利
で
す
」「
こ
れ
か
ら
も
対
話
の

区
政
を
も
っ
と
前
へ
進
め
て
い
き
ま
す
」

と
決
意
を
語
り
、「
自
治
体
は
暮
ら
し
を

守
る
最
前
線
。
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に

区
民
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
市

民
参
加
の
民
主
主
義
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
た
い
」
と
２
期
目
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　
清
瀬
市
長
選
挙
，
練
馬
区
長
選
挙
、
中

野
区
長
選
挙
、
多
摩
市
長
選
挙
に
つ
づ

く
今
回
の
選
挙
の
結
果
は
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
原
動
力
に
、
市
民
と
幅
広

い
団
体
が
力
を
合
わ
せ
て
た
た
か
う
選

挙
戦
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、「
政
治
は
変

え
ら
れ
る
」
と
い
う
確
信
を
全
都
に
広
げ

ま
し
た
。

都
議
会
第
２
回
定
例
会

　
小
池
都
知
事
が
高
市
改
憲
を
容
認

自
治
体
は

　
く
ら
し
を
守
る
最
前
線

　高市政権は「国権の最高機関」であり「国民の代表機関」
である国会において、議会制民主主義のルールを無視し、
国民世論に挑戦するかのように、衆議院の自民党の多数議
席を背景にした暴走政治を突きすすんでいます。
　国会前半では、「戦争をする国づくり」を加速させる政策
を次々と打ち出し、武器輸出の全面解禁に道を開き日本を
「武器を売る国」に変質させるとともに、国家情報会議設置
法を強行し、国旗損壊処罰法案の成立を突きすすめ、改憲
への道をばく進しています。国会後半には自民党と日本維
新の会の党利党略による衆院比例定数削減法案及び副首都
法案を数の力で押し切る姿勢を露骨にすすめています。こ
うした国民不在、強権的な国会運営は議会制民主主義をな
いがしろにするものであり断じて許されません。
　同時に、物価高騰に苦しむ国民のくらしや中小企業への
支援は後回し、社会保障は削減され、貧困と格差が拡大し、
改憲、軍拡、国民生活破壊の政治への怒りは全国各地で大
きく広がっています。
　7月10日には「国会前アクション・めちゃくちゃな政治
に抗議します」が開催され、全国各地で連帯アクションが
展開されました。改憲阻止、戦争反対の世論と共同をさら
に大きくして、高市政権を包囲し悪法を阻止しましょう。

う
も
の
で
、
東
京
都
は
す
で
に
電
車
な

ど
で
「
東
京
油
田
、
東
京
鉱
山
、
掘
り
起

こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
都
内
の
清
掃
工
場
の

多
く
で
は
、
住
民
が
折
角
、
分
別
収
集
し

た
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
生
ゴ
ミ
な

ど
と
一
緒
に
焼
却
処
分
を
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
温
暖
化
防
止
に
逆
行
す
る
ゴ

ミ
処
分
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、

か
つ
、
緊
急
で
最
優
先
す
べ
き
物
価
高

騰
対
策
を
差
し
置
い
て
、
都
民
や
区
市

町
村
を
頭
越
し
に
す
る
や
り
方
は
、
次

期
都
知
事
選
挙
に
む
け
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
も

の
で
す
。

　
補
正
予
算
の
規
模
は
５
４
２
億
円
で
、

財
源
と
さ
れ
た
基
金
（
は
１
兆
４
５
０
５

億
円
）
の
わ
ず
か
３
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、

し
か
も
。
中
小
企
業
対
策
で
は
、
倒
産

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
企
業
の
支
援
の

決
め
手
と
な
る
運
転
資
金
に
対
す
る
直

接
支
援
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
だ
け

で
な
く
、
知
事
肝
い
り
の
新
規
に
事
業

を
起
こ
す
ス
タ
ー
タ
ッ
プ
企
業
に
対
す

る
支
援
は
１
社
最
大
２
億
円
も
の
直
接

支
援
を
お
こ
な
う
と
い
う
の
で
す
。

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
　
日
に
終
了

２４

し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
ア
メ
リ
カ
の

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
は
じ
め
た
イ
ラ
ン
戦

争
を
は
じ
め
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

地
区
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
ロ
シ
ア
・

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
な
ど
世
界
の
平
和
と
安
全
が
根
本
か

ら
脅
か
さ
れ
る
異
常
な
事
態
と
イ
ラ
ン

戦
争
に
起
因
す
る
原
油
ス
ト
ッ
プ
と
異

常
な
円
安
の
も
と
で
の
都
民
の
生
活
の

困
窮
、
中
小
業
者
の
経
営
の
危
機
と
い

う
事
態
の
も
と
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
小
池
都
知
事
は
世
界
を
脅

か
し
て
い
る
国
際
法
無
視
の
暴
挙
に
つ

い
て
無
関
心
を
よ
そ
お
い
、
戦
争
の
即

時
停
止
、
外
交
に
よ
る
平
和
的
解
決
を

世
界
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
高

市
首
相
の
憲
法
改
悪
に
つ
い
て
日
本
共

産
党
都
議
団
に
問
わ
れ
て
「
憲
法
は
国
益

や
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
検
討
す
べ
き
も
の
」
と
改
憲
を
容

認
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
補
正
予

算
は
、
困
窮
す
る
都
民
の
生
活
を
直
接
、

支
援
す
る
予
算
は
１
円
も
見
当
た
ら
ず
、

し
か
も
補
正
予
算
の
目
的
と
し
て
あ
げ

た
の
は
都
民
の
生
活
の
防
衛
で
は
な
く
、

「
石
油
由
来
製
品
の
開
発
支
援
、
利
用
促

進
」
な
ど
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換

や
都
市
に
眠
る
資
源
の
有
効
活
用
に
向

け
」
た
、
先
駆
的
施
策
を
前
倒
し
」
と
い

東京民報社提供

岸
本
区
長
が
抱
負
表
明

杉並区長

　選挙

都都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民民がががががががががががつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるる革革革革革革革革革革新新新新新新新新新新都都都都都都都都都都革新都政政政政政政政政政政政
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安
定
な
状
況
が
続
き
、
た
と
え
正
常
化

し
て
も
、「
川
下
」へ
の
影
響
は
年
単
位
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
に
原
油
価
格
が
高
騰
し
、

シ
ン
ナ
ー
や
、
オ
イ
ル
な
ど
関
連
製
品

価
格
も
上
昇
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
東
京
都

は
独
自
の
影
響
調
査
な
ど
も
お
こ
な
わ

ず
、
対
応
も
既
存
の
制
度
の
範
囲
内
で

の
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
補
正

予
算
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
中
小
業
者

へ
の
支
援
策
は
、
設
備
導
入
の
補
助
金

と
有
利
子
の
融
資
が
主
で
あ
り
、
わ
ず

か
に
銭
湯
や
運
送
事
業
者
へ
の
直
接
支

援
策
が
あ
る
だ
け
で
す
。
全
都
で
８
０

０
０
を
超
え
る
運
送
業
者
へ
の
燃
料
費

補
助
は
　
億
円
で
、
一
社
平
均
に
す
る

３２

と
事
務
費
を
含
め
て
４
万
円
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
一
方
資
金
も
潤
沢
な
ス
タ
ー
ト

東京商工団体連合会　 事務局長　 大内　 朱史

　
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
ナ
フ
サ

不
足
・
価
格
の
高
騰
が
中
小
業
者
の
営
業

を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
の
塗
装
業
の
シ
ン
ナ
ー
不
足
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
発
注
停
止
か
ら
始
ま

り
、
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
電
線
、
車
の
オ

イ
ル
、
塗
料
、
包
装
資
材
、
パ
ー
マ
液
な

ど
、
多
品
目
・
幅
広
い
業
種
に
影
響
が
及

ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
時
と
は
違
っ

て
、
あ
る
日
突
然
品
物
が
入
ら
な
く
な

る
。
価
格
は
数
倍
に
は
ね
上
が
る
と

い
っ
た
状
況
が
発
生
し
、
在
庫
を
抱
え

ら
れ
な
い
、
価
格
転
嫁
で
き
な
い
小
さ

な
弱
い
業
者
か
ら
順
番
に
つ
ぶ
れ
て
い

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
時
は
、
感
染
に
気
を
付
け

れ
ば
仕
事
は
で
き
ま
し
た
が
、
材
料
や

部
品
が
な
け
れ
ば
仕
事
自
体
が
で
き
な

い
と
い
う
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
以
上
の
深

刻
さ
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
影

響
は
数
カ
月
に
及
び
廃
業
な
ど
も
出
始

め
て
い
ま
す
。
停
戦
合
意
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
依
然
不

ア
ッ
プ
企
業
へ
は
１
社
最
大
２
億
円
の

補
助
金
を
つ
ぎ
込
む
の
と
は
対
照
的
で

あ
り
、
税
金
の
使
い
方
が
間
違
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
の
時
に
実
施
し
た
よ
う
な
、
家
賃
や

　今年も暑い夏がやってきました。８１年前の８月、日本に２発の原子爆

弾が投下されました。６日の広島そして９日の長崎。その年のうちに２０

万人を超える死者を出した原子爆弾による放射能は８１年経った今で

も「被爆者」を苦しめています。しかし被爆者は家族を亡くし、友人を

亡くした辛い経験をもう他の誰にも経験させたくないという強い思

いで核兵器の恐ろしさを世界に発信しつづけました。２０２４年の日本

被団協へのノーベル平和賞授与は、世界が核兵器廃絶を願う象徴とな

りました。

　2017年7月7日に国連で採択された「核兵器禁止条約」は、２０２１年１月

２２日に５０か国の批准で発効されました。現在は署名・批准・加入を合わ

せて９９か国となり国連加盟国の半数を超えました。日本はまだ署名も

批准もしていません。

　非核三原則の見直しを提唱する現行の日本政府では到底実現する

ことはできないでしょう。日本国民の７割が条約参加を求めている声

に日本政府は背を向けています。

　１９５５年から始まった原水爆禁止世界大会は海外代表と日本国民の

核兵器廃絶運動の交流会です。唯一戦争被爆国である日本が世界のど

こにも広島・長崎の悲劇を繰り返させないために世界に発信する重要

な大会です。多くの国民が核兵器廃絶を望んでいるという思いを現地

に届け、世界と連帯をする。そして日本こそ「核兵器禁止条約」を先頭

に立って核保有国に迫っていくその姿を海外代表は待っています。

近年は長年参加されてきた方の高齢化や交通・宿泊費の高騰により現

地参加者の減少が顕著となっています。ぜひ世代継承のためにも若者

へ参加を呼びかけてください。世界大会成功のために現地でお待ちし

ています。　　　　　　　　　原水爆禁止東京協議会　本間憲史

２０２６年原水爆禁止世界大会の成功を

都 政 を
考 え る
連載 第10回

- シリーズ -

〈
 
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
 
〉

　
　

予
　

算
　

①

　
自
治
体
の
予
算
と
は
地
方
自

治
体
が
憲
法
が
定
め
る
「
最
低
限

度
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
を

実
現
し
、
地
方
自
治
法
が
求
め

る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
を
図

る
た
め
の
行
政
活
動
を
財
政
面

か
ら
裏
付
け
る
計
画
で
あ
り
、

そ
の
性
格
に
つ
い
て
「
都
財
政
用

語
辞
典
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

①
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
予

　
算
は
、
一
定
期
間
に
お
け
る

　
行
政
活
動
の
財
政
的
な
計
画

　
で
あ
る
と
同
時
に
、
住
民
に

　
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
政
施

　
策
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

　
る
か
を
一
覧
表
に
し
て
明
ら

　
か
に
し
、
納
め
た
税
金
が
ど

　
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
住
民
に

　
還
元
さ
れ
る
か
を
示
し
た
も

　
の

②
ま
た
、
予
算
は
民
主
的
な
運

　
営
を
確
保
す
る
た
め
、
議
会

　
の
関
与
を
受
け
る
と
と
も
に
、

　
住
民
に
対
す
る
公
表
が
義
務

　
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
、
予
算
は
前
記
の
要

請
を
満
た
す
た
め
に
、
以
下
の

原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
予
算
の
内
容
に
関
す
る
総
計

予
算
主
義
、
②
予
算
の
形
式
に

関
す
る
単
一
予
算
主
義
、
③
予

算
の
準
備
に
関
す
る
予
算
事
前

議
決
、
④
予
算
の
執
行
に
関
す

る
会
計
年
度
独
立
、
⑤
予
算
過

程
の
全
局
面
に
関
す
る
予
算
の

公
開
　
予
算
総
計
主
義
と
は
、
一
会

計
年
度
の
一
切
の
収
入
及
び
支

出
を
す
べ
て
歳
入
歳
出
予
算
に

計
上
す
る
こ
と
。
単
一
予
算
主

義
と
は
、
単
一
の
見
積
も
り
表

に
あ
ら
ゆ
る
歳
入
歳
出
を
抱
合

せ
、
そ
の
調
製
は
１
年
度
一
回

を
適
当
す
る
こ
と
。
予
算
統
一

の
原
則
と
は
各
予
算
を
通
じ
た

一
貫
し
た
秩
序
が
あ
る
こ
と
。

事
前
議
決
の
原
則
と
は
、
住
民

の
代
表
に
よ
る
議
会
の
議
決
を

経
て
始
期
と
同
時
に
効
力
を
生

じ
る
こ
と
。
会
計
年
度
独
立
の

原
則
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

年
度
に
お
い
て
支
出
す
る
経
費

の
財
源
は
そ
の
年
度
の
収
入
を

も
っ
て
充
て
る
こ
と
、
予
算
公

開
の
原
則
と
は
、
住
民
に
積
極

的
に
公
開
す
る
こ
と
の
必
要
を

を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
一
定
期
間
」
と
は
毎

年
の
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
　
日
ま
で
の
期
間
（
会
計
年

３１
度
）
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方

自
治
法
で
は
「
普
通
地
方
公
共
団

体
の
出
納
は
、
翌
年
度
5
月
　31

日
を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
」
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
間
、
出
納
整
理
が

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す

　
翌
年
度
の
予
算
編
成
は
、
東

京
都
の
場
合
、
前
年
度
の
会
計

が
閉
鎖
さ
れ
、
当
年
度
予
算
の

執
行
の
流
れ
が
つ
く
ら
れ
た
の

ち
、
７
月
末
に
翌
年
度
の
予
算

編
成
の
基
本
方
針
（
副
知
事
依
命

通
達
）
の
発
出
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

都
民
団
体
な
ど
か
ら
の
予
算
要

望
を
う
け
、
各
局
の
予
算
編
成

作
業
が
　
月
末
ま
で
お
こ
な
わ

１０

れ
た
の
ち
、
「
各
局
要
求
」
が
　１１

月
上
旬
に
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に

年
内
の
財
務
局
に
よ
る
査
定
、

都
議
会
各
政
党
か
ら
の
要
望
、

新
年
冒
頭
の
知
事
査
定
を
経
て
、

１
月
下
旬
に
知
事
提
案
の
予
算

案
が
発
表
さ
れ
、
２
月
か
ら
の

予
算
議
会
の
審
議
に
付
さ
れ
ま

す
。

ひ ろ が る 都 民 の た た か い

「軍拡か、くらしか」従属国家の先にあるもの

い
ま
、
必
要
な
の
は

直
接
支
援
と
利
息
ゼ
ロ
・
保
証
料
ゼ

ロ
の
長
期
の
融
資

公
共
交
通
の
充
実
を
求
め
る

　
　
　
　
　

三
多
摩
で
の
取
り
組
み

　
三
多
摩
で
の
各
地
域
で
は
こ
こ
数
年
、

バ
ス
路
線
が
減
便
さ
れ
た
り
、
廃
止
さ
れ

た
り
、
ま
た
運
転
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
住

民
が
交
通
手
段
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
起

き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
各
自
治
体

で
も
議
会
な
ど
で
大
き
な
問
題
と
な
り
対

策
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
各
自
治
体
だ

け
で
は
な
か
な
か
解
決
し
な
い
問
題
だ
か

ら
で
す
。
都
や
国
へ
の
政
策
要
求
や
財
政

要
求
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
利
用
し
て
買
い
物
や
通
院

な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
移
動
（
生
活
）
で
き
る
交
通
権
・

移
動
権
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の
一
つ
で

す
。
　
こ
こ
数
年
、
三
多
摩
の
自
治
体
に
よ
っ

て
は
、
議
会
だ
け
で
な
く
、
市
民
運
動
と
し

て
も
移
動
手
段
を
何
と
か
し
よ
う
と
積
極

的
な
活
動
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
各
自
治
体
、
地
域
だ
け
で
な
く
、
三
多

摩
全
体
と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
し
て
で
き
た
の
が
、
２
０
２
４

年
　
月
に
結
成
さ
れ
た
「
安
心
の
公
共
交
通

１２
を
求
め
る
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

　
三
多
摩
の
各
地
域
か
ら
、
市
民
の
方
、
市

議
の
方
な
ど
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
何
度

か
交
流
集
会
を
重
ね
て
、　

年
の
４
月
に

２５

は
、「
公
共
交
通
の
整
備
充
実
を
求
め
て
東

京
都
に
三
多
摩
と
し
て
一
回
目
の
要
請
行

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
都
議
、
市
議
も
含
め

て
　
市
か
ら
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
小

１０

２６

池
都
知
事
と
公
共
交
通
政
策
担
当
者
に
４

項
目
の
要
請
内
容
が
入
っ
た
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
都
側
の
回
答
は
、
不
十
分

な
も
の
だ
っ
た
の
で
再
度
要
請
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
　
年
の
５
月
に
は
２
人
の
都
議
と
４
市

２６
の
代
表
者
と
交
通
労
働
者
と
助
言
者
、
計

８
人
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
「
公
共
交
通
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
〇
住
民
参
加
の

政
策
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。
〇
行
政

と
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
ど
う
つ
く
る

か
。
〇
運
転
手
不
足
の
打
開
へ
何
が
必
要

で
何
が
で
き
る
か
。
な
ど
意
見
交
流
を
し

ま
し
た
。　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４３

　
こ
れ
か
ら
、
政
策
学
習
協
議
会
を
開
き
、

ま
た
７
月
　
日
に
は
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

１３

ク
会
議
を
開
い
て
都
側
へ
の
具
体
的
な
要

請
内
容
の
確
認
と
要
請
日
程
の
調
整
な
ど

に
入
り
ま
す
。

必
要
な
人
件
費
・
固
定
費
に
充
て
る
こ
と

の
で
き
る
直
接
支
援
と
、
利
息
ゼ
ロ
・
保

証
料
ゼ
ロ
の
長
期
の
融
資
で
す
。
現
場

の
声
を
集
め
、
共
同
を
拡
げ
、「
業
者
を

守
れ
」
の
声
を
引
き
つ
づ
き
上
げ
、
支
援

策
の
実
施
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実
を
求
め
る
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
　
星
　
憲
彦

対
都
要
請
や

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

（
訂
正
）
６
月
号
「
会
計
制
度
」

の
な
か
の
「
損
益
勘
定
書
」
は
誤

り
で
「
損
益
計
算
書
」
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
算
の
原
則

予
算
の
編
成
の
流
れ
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